
１）数学（「数Ⅰ」、「数Ⅰ・数Ａ」、「数Ⅱ」、「数Ⅱ・数Ｂ」、「簿」、「情報」から１）、理科（「物理基礎」、「化学基礎」、「生物基礎」、「地学基礎」から2または「物理」、
　「化学」、「生物」、「地学」から1）から１教科を選択。
２）「世Ｂ」、「日Ｂ」、「地理Ｂ」、「現社」、「倫」、「政経」、「倫・政経」から2。ただし、「世Ｂ」、「日Ｂ」、「地理Ｂ」のうち少なくとも１科目を選択。
３）「英（リーディング・リスニング）」、「独」、「仏」、「中」、「韓」から1つを選択。
４）「国語総合・現代文Ｂ・古典Ｂ」
５）「コミュニケーション英語Ⅰ・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現Ⅰ・英語表現Ⅱ」

■アドミッション・ポリシー （求める学生像）
　① 地域社会の過去と現在の諸問題を学ぶために必要な基礎学力を有する人（知識・理解）
　② 地域社会の諸問題について、学んだことをふまえて論理的に考え、判断する基礎力のある人（思考力・判断力）
　③ 歴史・文化・社会に強い関心を持ち、自ら学ぶ強い意欲を持つ人（関心・意欲）
　④ ローカルな問題からグローバルな問題まで広い関心を持ち、自らの考えを相手に伝え、多様な人々と交流できる人
　　 （表現力・協働性）

■募集定員：60名

■一般選抜試験

滋賀県立大学 人間文化学部
地域文化学科案内

2022年度

● 前期日程　募集人員：30名

１）国語、数学（「数Ⅰ」、「数Ⅰ・数Ａ」、「数Ⅱ」、「数Ⅱ・数Ｂ」、「簿」、「情報」から１）、理科（「物理基礎」、「化学基礎」、「生物基礎」、「地学基礎」から
　　２または「物理」、「化学」、「生物」、「地学」から１）から１教科を選択。
２）「世Ｂ」、「日Ｂ」、「地理Ｂ」、「現社」、「倫」、「政経」、「倫・政経」から２。ただし、「世Ｂ」、「日Ｂ」、「地理Ｂ」のうち少なくとも１科目を選択。
３）「英（リーディング・リスニング）」、「独」、「仏」、「中」、「韓」から１つを選択。

※学校推薦型選抜について
　学校推薦型選抜Ａは、出願資格に地域等の条件を含みます。学校推薦型選抜Ｃは、本学科のア
ドミッション・ポリシーに適合しているとして推薦される学生を広く全国から募集するもので、
試験の内容は学校推薦型選抜Ａと同様です。出願資格や出身学校長が推薦できる人数などの詳細
は、令和４年度学生募集要項【特別選抜】をご確認ください。

■一般選抜試験 ● 後期日程　募集人員：18名

■特別選抜試験
● 学校推薦型選抜A
● 学校推薦型選抜C
● 帰国子女特別選抜
● 私費外国人留学生特別選抜

募集人員：12名
募集人員：若干名
募集人員：若干名
募集人員：若干名

総合問題 1） 100点、面接 2） 100点
総合問題 1）100点、面接 2）100点
総合問題 1）100点、面接 2）100点
日本留学試験（日本語・総合科目）、総合問題 3）、面接 2）

１）英語力を問う設問を含む。
２）アドミッション・ポリシーに沿った口頭試問を実施する。
３）英語は課さない。

■OPEN CAMPUS 2021

【令和４年度入試情報】
令和４年度入学者選抜試験は下記の要領で実施します。最新の情報については、『学生募集要項』
または滋賀県立大学ホームページの「入試情報」（https://www.usp.ac.jp/nyushi/）でご確認ください。

THE UNIVERSITY OF SHIGA PREFECTURE

滋賀県立大学人間文化学部事務室
　
地域文化学科ホームページ
地域文化学科オリジナルホームページ

■お問い合わせ

〒522-8533 滋賀県彦根市八坂町2500
Tel. 0749-28-8401　E-mail. shc-hikae@office.usp.ac.jp
URL. https://www.usp.ac.jp/gakubu/jinbun/gakubu/tiiki/

https://www.shc.usp.ac.jp/region/

お知らせ

人間文化学部開催日：2021年７月31日㈯・８月１日㈰
　受付：事前申し込み（予約方法は、詳細が決まり次第、大学HPに掲載予定）
　※新型コロナウイルス感染症の影響により、オープンキャンパスの開催中止や日程、内容等の変更の可能性あり。
　※対面によるオープンキャンパスのほかに、WEBオープンキャンパスも別途開催予定。詳細が決まり次第、大学

HPに掲載予定。

詳細は、滋賀県立大学HP「入試情報」内の「オープンキャンパス」
（https://www.usp.ac.jp/nyushi/open/）をご確認ください。

滋賀滋賀県立県立大学大学 人 人間文間文
2022年度

学科HPに各教員の研究分野紹介・
新任教員のメッセージなどを掲載中。
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サービス業
14%

製造業
10%

金融・保険業
5%

卸・小売業
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公務員
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情報通信業
8%

医療・福祉業 3%
建設業 3% 不動産業 1%

運輸業 5%

学術研究 3%
教育・学習支援 5%

直近３年間の
産業別就職状況

農林漁業 1%

　地域文化学科では、私たちの生活の拠り所である「地域」に着目し、多様な学
問手法とフィールドワークによって、そこに住む人々とその文化を考えます。

●就職先：Earth Technology（株）・（株）総合システムリサーチ・（株）ファーマシー木のうた・（株）ホープス・（株）
西橋農園・（株）中日新聞社・（株）なにわ花市場・日研トータルソーシング（株）・ゲンキー（株）・（株）ロマンス小杉・（株）
東海プロセスサービス(志門塾)・（株）ピアリー・（株）カーボ・（株）イビソク・（株）タナカ善・（株）ドリームホーム・（株）
サンエムカラー・（株）マツヤスーパー・国産バネ工業（株）・セキスイハイム中部（株）・ミクスネットワーク（株）・東京
海上日動火災保険（株）・（株）ヒューマレッジ・サーラ物流・（株）京進・寿海亭・ユタカファーマシー（株）・尾張中央農協・
清水農業(協組)・コープしが・鳥取県生協・立命館守山中学校・滋賀県信用組合・ （株）滋賀銀行・大垣西濃信用金庫・
（株）京都銀行・滋賀県警察本部・静岡県警察本部・国土交通省 大阪航空局・滋賀県庁・三重県庁・彦根市役所・
岐阜市役所・各務原市役所・一宮市役所・名古屋市役所・清須市役所・福知山市役所・丸亀市役所・川崎市役所・
千早赤阪村役場・（公財）岐阜市教育文化振興事業団・静岡市学芸員　●進学先：滋賀大学大学院

【令和２年度卒業生の就職先・進学先】

　地域文化学科では、所定科目の履修により、中学校教諭一
種免許（社会）・高等学校教諭一種免許（地理歴史）・
学芸員資格１）・社会調査士資格２）・社会福祉主事
任用資格３）・地域調査士資格４）を取得することができます。

１）博物館（美術館、動物園などを含む）で資料の収集・保管、調査・
研究に従事するときに必要な資格。

２）マスコミの世論調査や企業の顧客調査など、社会調査に関する知識、
技術、分析・応用能力を持つ者に対して認定される資格。

３）自治体の福祉事務所などで働く職員に求められる資格。

４）地域の自然、社会、人文現象等を総合的に捉えられる「地域調査プ
ロフェッショナル」として認定される資格。

１年次 2年次 3年次 4年次

交流

古文書や古記録、美術品の調査や聞き取
り調査など、現地でのフィールドワークを
も取り入れながら、多面的に歴史研究を
進めています。

長期的な広い視野をもって東アジアの交
流史を学ぶことで、いま私たちが持って
いる歴史認識をとらえなおし、21世紀の
東アジアの国際関係を考えます。

人口、産業、都市問題、文化からなる地域
的特徴やその背後にある要因を研究した
上で、地域の課題を踏まえ、地域づくりに
貢献する方法を学びます。　地域文化学科では、私たちの生活のののの生活生活生活のちの生活生活生活生活ちのちの生活生活私たちの私たちの私た私たは、は、は、私た科で科では、は、は、は、科で 私たは、は、私た科では、科で科では、科で科で化学化学科で域文化学化学域文域文化学　地域文　地域文　地　地 拠拠拠拠拠拠拠り所り所であである「る「地域地域」に」に着目着目着目着目し、し、着目着目し、着目着目着目」に」に着目地域」に」に地域地域」に」に着目着目着目着目」に」に」に着目着目地域地域地域」にる「る「地域地域地域地域る「る「る「る「地域地域であであであである「る「り所り所であであであであり所り所り所り所であであり所り所り所

フィールドワーク
研究手法は 現代社会歴史

進路状況

多様多様な学な学な学な学な学な学な学多様多様な学な学多様多様な学な学多様多様多様多様
化を考えます。ます。ますますます。考え考えますますますます考え考えます。ますます考えますます考え考え考え化を化を考え化を
し、多様多様多様多様し、し、多様多様し、

持って
紀の紀の

タイ・アユタヤ
の寺院ワット

・パナンチュ
ーンの壁画

東アジアの国際関係を考えます。

タイ・イ・アユタ神戸関帝廟普度の調査

進めています。。

高島市白谷での古文書調査
中世村落の流れをひく菅浦の

四足門

貢献する方法を学びます。

兵庫県赤穂市でのフィールドワーク

基礎科目やフィールドワークで、基本的スキルや教養を身につけます。

専門科目で視野を広げ認識を深め、自己を発見・確認します。

自分のテーマを掘り下げ、卒業研究・論文に取り組みます。

卒業生は、フィールドワークで培った課題発見力・実行力・発信力を用いて、
県内外のさまざまな自治体や企業で活躍しています。

原則として2年間、同一ゼミに所属し、専門的学習を深め、自分で見つけ

たテーマについて調査・研究を行い、卒業論文をまとめます。古文書、中

国語、朝鮮語の文献を読む力をつけるとともに、社会調査実習などの

フィールドワークを通じて、文化遺産の保存や地域社会が直面している

問題を捉え、地域づくりへの貢献を目指します。

３年次のゼミ配属に向けて、各教

員の「プレゼミ」に参加し、自らの

興味・関心のありかを探っていき

ます。また、各分野の基礎・専門科

目（地域文化財論、中国・朝鮮地域

文化論など）を学びます。

全員が１年間の環琵琶湖文化論実

習（２泊３日のフィールドワーク

を含む）に参加し、滋賀県の歴史・

文化に関するテーマを各自研究し

ます。また、各分野の基礎科目（地

域文化基礎演習、考古学、民俗学な

ど）を学びます。

学びのステップ（４年間の学習フロー）

地域遺産
各地に残された古代の遺跡や歴史的景
観、生産・生活用具などの地域遺産を調
査記録し、持続可能な状態で後世に残し
活用するための方法を学びます。活用す活用す

中国四川省ギャロン・
チベットへの訪問訪問 東近江市妙法寺勧請縄行事の調査

長浜市菅並での古民家実測調査

成果はこのように 活かされています。

米原市奥伊吹での民具調査

➡

➡

⬅

❶

❷

❸

岐阜県美濃金山城跡の発掘調査

文化財の保存・活用

文化財指定へ

史跡の整備

人口、
的特徴
上で、
貢献す貢献す

雪山の中にあるカ
フェの調査へ


